
パブリックコメント回答 

 

1 

 

「香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）」パブリックコメントの実施結果について 

 

○意見募集期間：平成２７年８月１０日～９月８日 

○提出された意見：１人 ２２件 

○意見内容と意見に対する市の考え方 

【香美市人口ビジョン（素案）について】 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

１ 

 

P62  ①人口ビジョンのケース５を

目指していることを1ページ目

に明記する。 

 

 

②また、この人口目標を香美市

全体として実現するのではな

く、７つの小学校単位ごとに人

口ビジョンを作り、それぞれの

将来推計が見える形のものを

作り上げるべき。そうでなけれ

ば、旧土佐山田地域に人口集中

する姿でも目標の達成となっ

てしまう。具体的には、７つの

小学校単位ごとの将来の入学

者数の予想が重要。小学校の統

廃合を阻止する。 

①ケース５の明記については 

「(1)香美市ビジョンの位置づ

け」の項目に人口目標を明記し

ます。 

 

②広大な市域に集落が分散し

ている本市では、地域により社

会的、地理的状況が違ってお

り、小学校区単位も含めた地域

毎の人口ビジョンの作成につ

いては、今後検討していきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



パブリックコメント回答 

 

2 

 

【香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について】 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

２ 

 

 全体 香美市に関するSWOT分析につ

いての議論を、アクションプラ

ンの中に残す。 

強み 弱み 機会 脅威の４つに

ついての審議会の意見を残す

ことで、香美市独自の戦略が深

まり、市民との課題共有に役立

つ。 

移住定住促進計画アクション

プランの中で SWOT 分析を行

っており、今後そのデータの活

用も含め検討していきたいと

考えています。 

３ 

 

 全体 問題に対処するのではなく、解

決するためのアクションプラ

ンを設定する。 

素案には、数値目標が示されて

いて、これまでの計画とは違っ

た意義深い内容になっていま

す。しかし、数値目標を達成す

ることが、香美市の人口問題の

解決にならなければ、目標を立

てる意味がありません。 

現状では、状況が改善するとい

う点で意味があるものでも、問

題解決とは違った視点になっ

ているものもあります。細かな

点はアクションプランに関す

る部分で詳細に記述します。 

アクションプラン素案の数値

目標は、香美市の人口問題を解

決するための目標になってい

ると考えておりますが、ご指摘

を踏まえ、今後、可能な範囲で、

見直しを行っていきたいと考

えています。 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P8 
3 行

目 

基本目標 1

数値目標 

■就業者数

5 年間で 70

人 

この数値目標の70人の内訳は、

新規就農者30人、新規林業従事

者25人、テクノパークの立地企

業が15人というものだと思い

ます。 

そもそもこの総合計画は、香美

市の人口を維持するというこ

とが目標です。この人口問題を

解決するために、「香美市に雇

用の場が○人分」という目標を

作らなければ意味がありませ

ん。短期人口目標の2020年に

25,900人の人口を維持するに

は、農業で何人の就業者。林業

で何人の就業者。高知県の製造

業（テクノパーク含む）で何人

の就業者。サービス業で何人の

本戦略は、5 年間で就業者数 70

人、起業数 35 件、移住者数 5

年間で 100 組という目標設定

をしており、この目標設定で 5

年後の目標人口は達成できる

と考えています。 

ご指摘の、目標人口を達成する

ための産業毎の従業者数目標

の設定については、例えば商工

業分野であれば、商工会加入率

が 50％程度であることなどか

ら、調査には時間がかかるもの

と思われ、産業毎の従業者数人

口の目標を作るという点に関

しましては、今後の検討課題と

させていただきたいと思いま

す。 



パブリックコメント回答 

 

3 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

４ 

 

就業者。香美市から市外に働き

に出る人を何人として想定。と

いうようなものを現状の就業

者数をベースに作るべき。 

現状の実数は、農林業別の就業

者数（JA、森林組合、県が把握）

は、きちんとした数字が出ると

思いますし、商工業の分野も商

工会などの協力を得るなどす

れば、現状に近い数字が出せま

す。就業者数把握の仕組みを作

り、将来的にも数字を追ってい

けるようにすべきです。 

産業ごとの現状の従業者数を

出して、今後の推計を明記し、

産業ごとの従業者数目標を作

るべきです。 

 

 

５ 

 

P8 
23 行

目 

「特産品

開発 5年間

で 3商品」 

特産品開発により新たに3商品

できたら、香美市の雇用にどれ

だけの効果が生まれるかとい

う視点が重要。香美市特産品振

興事業費補助金を使って商品

開発した商品ごとに、年間販売

実績と利益額についてのデー

タを追っていく必要がある。 

むしろ特産品の開発品目を数

値目標にするのではなく、特産

品の販売実績と利益を数値目

標にすべき。この数値目標を達

成するために、東京のアンテナ

ショップを使ったテスト販売

や、量販店との取引を目指した

取り組みなど、具体的な香美市

の施策を作ってもらいたい。 

特産品の開発ということでい

えば、「香美市に行ったらこれ

を買うべし」という目玉のお土

産が欲しい。 

 

 

 

目標数値は、香美市の補助金を

活用した商品としています。 

特産品の開発は、事業者が主体

となって行っています。今後、

香美市の補助金を利用した事

業者については、特産品の販売

額などの数値を、事業者の協力

のもと、審議会等で公表してい

きたいと思います。また、東京

のアンテナショップ「まるごと

高知」や販売促進については、

高知県物部川地域本部の協力

のもと、販売拡大への支援をし

ていきたいと考えています。 



パブリックコメント回答 

 

4 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

６ 

 

P8 

24 行

目 

「市産材

を活用し

た木材住

宅件数 5年

間で 50件」 

香美市材を活用した住宅施策

については、香美市は大きな予

算を組んでいるが、そのお金が

香美市に回っているか検証が

必要。香美市の山主、素材生産

者、製材業者、大工・工務店な

どにメリットがなくては意味

がない。 

そういう意味では、香美市内の

原木が市内製材業者へ販売さ

れる量。そして香美市の大工・

工務店がどれだけ受注を伸ば

したかという数値を把握して

おく必要がある。 

新規住宅向けの香美市木材住

宅支援事業と既存住宅向けの

リフォーム補助金を比べた場

合、産業振興の観点では、リフ

ォーム補助金の方が、費用対効

果が高く産業振興には有効で

あるように思う。（私の仮説） 

香美市木材住宅支援事業は、移

住者支援策としても有効なの

で、より香美市の産業振興につ

ながる施策にバージョンアッ

プしてもらいたい。 

今回創設した木材住宅支援事

業は市産材の使用により県補

助（最大 100 万円）への最大

200 万円の上乗せ補助となって

います。市産材の需要増はもち

ろん、市内製材業者、施工業者

を選択することにより、有利な

制度となっています。 

バージョンアップは、補助実績

を検証した上で、より使いやす

い制度となるよう、県要綱の緩

和要望も含め、検討をしていき

たいと考えています。 

７ 

 

P8 

25 行

目 

「木質バ

イオマス

の年間供

給量 5年間

で 19,000

トン」 

この数値目標により、なぜ香美

市の産業振興につながるか明

確にする必要がある。未利用材

の運搬への行政支援がアクシ

ョンプランに書かれているが、

山主に加えて、香美市の運搬業

者にもメリットがあるという

ことにしなければ、行政支援の

便益が香美市民に還元されな

い。長期的には、採算が取りや

すい小・中規模のバイオマスボ

イラーを稼働させ、発電や香美

市製材業者の乾燥機として導

入するなど、香美市内で循環さ

せることが望ましい。 

 

県の産業振興計画で、木質バイ

オマス発電施設の稼動が始ま

り、燃料の安定供給を目指し、

未利用材の運搬への支援を行

うことで、新たな仕事の創出を

図り、これに伴う林業従事者の

新規雇用につなげて行きたい

と考えています。 

 木質バイオマスエネルギー

の市内循環利用については、木

材の供給体制について県の計

画と調整することが必要とな

ります。 



パブリックコメント回答 

 

5 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

８ 

 

P8 

35 行

目 

「体験プ

ログラム

平成 31年

に 4,000

人」 

この指標に関しては、体験プロ

グラムに参加した人数に加え、

体験プログラムごとの参加者

一人当たり平均単価を上げる

ような数値目標にすべき。 

アクションプランによれば、ほ

っと平山での体験プログラム

が半数以上ということなので、

まずはほっと平山の体験観光

による収益と経済波及効果を

分析する。客単価を上げ、利益

を増やす支援をどんどんして

いくべき。 

塩の道ウォーキングに関して

は、人件費を入れれば赤字とな

っているのでは。 

体験プログラムの単価は、それ

ぞれ、実施団体が決定していま

す。市ができるアドバイスは、

体験プログラムを実施するた

めの人件費を含めても利益が

出るように、単価の設定だけで

なく、最小催行人数の設定等の

提案を行っていくことではな

いかと考えています。 

土佐塩の道に関しては、香美市

の地域づくり支援員を派遣し、

利益がでる体験観光を模索し

ています。 

９ 

 

P8 

37 行

目 

「観光入

込客数平

成 31年

776,900

人」 

この数値は、香美市だけの独自

数値でやるべき。現状の数字

は、近隣市町村との合算であ

り、香美市の現状が見えなくな

るため。龍河洞やアンパンマン

ミュージアムの主要な観光施

設の来場者数を足しあげたも

のでよいと思う。 

広域観光というのは、県版の総

合戦略に任せて、香美市の総合

戦略では個別の観光施設のブ

ラッシュアップに特化すべき。

アンパンマンミュージアムの

入館者数の減少は、広域観光の

取り組み不足ではなく、他県の

アンパンマン関連施設の開館

など、外的要因であると思われ

る。それぞれの観光施設ごと

に、将来にわたった施設運営戦

略（修繕含む）を作り、入館者

目標を明記すべき。 

 

 

 

 

 

 

目標数値となっている 776,900

人は、毎年県の調査にもとづく

主要観光施設や祭の入込客数

で、具体的には、アンパンマン

ミュージアム、龍河洞、土佐山

田ゴルフクラブ、甫喜ヶ峰森林

公園、秦山公園こども広場、香

美市美術館、刃物まつり、奥物

部湖湖水祭、道の駅「美良布」

（韮生の里、健康センターセレ

ネ）、奥物部ふるさと館、ピー

スフルセレネとなっています。 

取り組みについては、現在、中

央広域観光協議会を通じた広

域観光を推進としていますが、

施設の改修だけでなく、外国人

観光客誘致などソフト面でも、

県や大学との連携が必要とな

ってきています。 



パブリックコメント回答 

 

6 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

10 

 

P9 

1 行

目 

「市情報

発信交流

施設来館

者数」 

①観光にとって必要なことは、

多くの方に地域外から来てい

ただいて、お金を使ってもら

い、香美市の事業者の利益が増

えることである。 

この点からいえば、香美市いん

ふぉめーしょんに来た観光客

が、香美市でお金を使ってくれ

るように誘導することを指標

化できれば一番良いと思われ

る。 

もしくは、香美市いんふぉめー

しょんで、香美市に関するアン

ケート用紙を配布し、後日回答

を送り返してくれた方には抽

選で香美市産品をプレゼント。

そのアンケート結果による満

足度調査を、指標化するような

数値目標にすべき。 

現状の指標では、例えば10%お

客さんが増えたことが、香美市

にとって意味のある事かどう

か不明。むしろパンフレットや

インターネットでの情報が充

実してくればインフォメーシ

ョンで聞かなくても良いとい

う観光客が増え、来場者が減る

可能性も。 

②観光協会に関しては、行政と

の関わり方を見直す時期。高知

県では、観光コンベンション協

会を県庁の中に入れて、連携し

てやっている（県庁職員が出向

も）。香美市の観光協会は、会

長含め観光の素人で組織され

ているが、香美市や高知県庁か

ら観光のプロを人事で受け入

れられるようにできないか。ま

た指定管理業務は、分割できる

ものは分割し、観光協会だけで

はなく意欲ある事業者へのプ

ロポーザルも検討してはと思

う。 

①いんふぉめーしょんの来客

者数を増やすことは、実際に香

美市にきていただく方を増や

すことになるので、指標として

使いました。今年度、香美市の

特産品や食事処などを紹介し

た「香美の恵」を更新すること

としており、いんふぉめーしょ

んをはじめ、近隣市町村の観光

施設に配布する予定で、今年度

香美市が更新する観光パンフ

レットの配布と共に、来館者数

も増えるものと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②観光協会は、収益事業を加え

た観光を強力に推進するため、

社団法人化し、現在人材育成の

充実を図っているところです。

観光協会の現場を牽引できる

理事の就任が待たれるところ

です。 

指定管理でホテルセレネは

H27 年度に公募の予定です。べ

ふ峡温泉も現在の指定管理が

終了する平成 29 年度には経営

分析を踏まえ、翌年度以降の指

定管理者の公募を予定してい

ます。両施設とも、より魅力的

な観光施設となることを目指

していきたいと考えています。 



パブリックコメント回答 

 

7 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

11 

 

P9 

9 行

目 

「新規開

業（中心商

店街含む）

5年間で 30

件」 

この表記は、「中心商店街にお

ける新規開業5年間で30件」の

間違いではないかと思うので、

訂正していただければと思う。 

アクションプランを見れば、経

済センサスの新規開設事業所

数が出ていて、平成7年から5年

間で新規開設した事業所数が

116件、平成12年から5年間で

146件、平成17年から5年間で

172件となっている。平成22年

から5年間の数字は出ていない

が、これまでの傾向を踏まえ

て、平成27年度からの目標を、

30件とするのはあり得ないと

思うので。 

中心商店街での開業について

は、大栃や美良布を含め、空き

店舗の実態把握と改修に関す

る支援が不可欠。 

チャレンジショップへの入居

企業数と、そこから独立して開

業する企業数について目標数

値を作ることも、検討していた

だきたい。 

新規開業数は 5年ごとにある経

済センサスで公表されていま

すが、独自調査は労力を要する

ため、香美市の空き店舗等利活

用助成事業を活用する店舗数

30件を計上しています。空き店

舗等利活用助成事業は、商店街

に限らず、地域に密着した店舗

も補助対象とすべく、香美市内

全域で空き店舗や住居、倉庫、

車庫等を店舗として改修する

費用や備品購入費、賃借料等に

補助をしています。また、30件

には H27年度からふらっと中町

で設置されるチャレンジショ

ップからの独立開業企業も含

んでいます。 

12 

 

P9 

11 行

目 

「光通信

を活用し

たＩＴ企

業の誘致 5

年間で 2

件」 

この数値目標は、明らかに低す

ぎる。 

近年、嶺北地域だけで4社入居

している現状を見れば、空港が

近く、高知工科大学があり、労

働者やアルバイトの人材が見

込める香美市は、かなり有利な

はず。 

大栃高校や、佐岡小学校、繁藤

小・中学校跡地など、シェアオ

フィスの候補となる施設もあ

る。施設の有効活用・地域の雇

用の場を作る意味でも早急に

シェアオフィスの整備を求め

る。 

 

 

 

繁藤地区、香北及び物部の一部

地域に光ケーブルが整備され

たばかりで、実績がなかったた

め、目標数値を 5 年間で 2 件と

しています。今後、誘致の状況

をみながら増加も検討してい

きたいと考えます。 



パブリックコメント回答 

 

8 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

13 

 

P9 

22 行

目 

「新規就

農者 5年

間で 30人」 

この数値目標は、品目ごとに作

るべきである。 

部会ごとに、将来の生産額目標

と、実現に必要な農業者の数が

推計されているので、その数値

と連動させて、毎年成果を分析

していくべきである。 

香美市ではニラ・青ネギ・ユズ

等の生産が盛んで、県の産地指

定を受けていますが、何れも経

営農家の高齢化等の問題を抱

えており、生産量が減少の傾向

にあります。今後、地域農業の

維持を図るためには担い手の

育成が不可欠となっており、新

規就農者への研修及び経営等

への支援事業の成果が徐々に

現れつつあります。今回の数値

目標は、新規就農者の育成によ

り定住人口の維持を図るほか、

基幹産業である農業の振興と

維持を図るため、将来担い手と

なる人材育成を兼ねた就農者

の育成を考えている所です。 

新規就農者支援事業では、就農

研修時に個々に取組品目を決

めていますが、最終目的である

担い手としての就農時には、高

齢者農家の経営支援等地域農

業の維持を行うことと、就農者

自身の農業経営体維持のため

に、有利作物への作付け転換等

が必要となることもあり、多品

目への対応が必要であり、生産

品目毎の目標値とはしていま

せん。また、就農者目標数値に

つきましては、研修継続者及び

過去の実績数値を基に計画し

ています。（計画書は別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



パブリックコメント回答 

 

9 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

14 

 

P9 

30 行

目 

「新規林

業従事者 

5年間で 25

人」 

香美市は、２つの森林組合があ

り、林業学校も設置された。高

知県の手厚い林業振興策もあ

り、香美市にとっては、林業こ

そが大きな雇用を作り出す産

業の要であると奮起してもら

いたい。今後の素材生産の増産

体制との整合性を考えれば、も

っと大きな数値目標でもよい

のではと思う。5年間で 25人の

根拠について、アクションプラ

ンに明記してもらいたい。 

計画の数値は、森林組合の過去

実績及び聞き取り調査の結果

です。アクションプランの 12

頁に実績を明記します。 

15 

 

P9 

36 行

目 

「テクノ

パーク工

業団地の

立地企業 

新規雇用

者数 5年間

で 15人」 

この数値目標に対して、これま

でと同じような取り組みしか、

考えていないのであれば、15人

という数値は、絵に描いた餅で

ある。 

お隣の南国市や香南市は、新た

な工業団地整備によって雇用

を生み出している。具体的な事

業として、今までと違ったどん

な対策をやるのか、明記してい

ただきたい。 

新規雇用者数は、過去の実績に

基づく数値です。 

テクノパークは、3 区画が残っ

ていますが、開発時の地区計画

において立地できる企業（業

種）を定めており、販売開始以

降、変更がされていません。環

境に配慮する企業であること

は大前提ですが、今後、関係機

関と協議しながら、幅広い企業

が誘致可能な環境づくりをし

ていきたいと考えています。 

16 

 

P10 

2 ～ 3

行目 

「市外か

らの移住

者数：1年

間で 20組、

5年間で

100組 転

出者数を

上回る転

入者数」 

この総合戦略は、人口ビジョン

のケース５を実現するための

もの。その前提は、2020年まで

に、社会移動がなくなり、その

後は、年間30人ずつが増加する

としている。 

現状は、2012 年にマイナス 48

人。2013年にプラス 38人。2014

年にマイナス 12 人と、傾向が

読みにくいが、ケース５を達成

するための年間移住者数目標

数は、年ごとに変えなければ、

整合性が取れない。そこで、こ

の部分の数値目標は、計画期間

とは別に、ケース５を達成する

ための、今年度目標というよう

に、毎年発表できる体制ができ

ないかと思う。 

平成２６年１２月に作成した

香美市移住定住推進計画アク

ションプランの中で目標設定

を行い、プランに従った組織体

制を整えてきました。 

この計画期間は平成２６年度

～平成２８年度であり、体制が

整いつつある段階で、年度毎の

数値目標の設定は難しいのが

現状です。 

２８年度末には、次期アクショ

ンプラン作成の必要があるた

め、検討させていただきたいと

思います。 



パブリックコメント回答 

 

10 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

17 

 

P10 

26 行

目 

「移住定

住相談件

数 年間

100件」 

この数値目標は、相談件数100

組を達成したとしても、移住す

るかどうかは分からないので、

あまり数値目標としては意味

がない。 

移住相談件数ではなくて、「香

美市への移住希望者名簿 100

世帯」とすべき。 

移住といっても、仕事や住む場

所の問題ですぐにという訳に

はいかないのが普通。この希望

者名簿の方々に、早く移住して

もらえるよう関係機関が連携

して、ハードルを取り除くため

の指標にすべきと考える。 

また年間 20 組の移住目標なの

で、名簿の中からどれくらいの

割合で移住してもらえるかを

逆算して、希望者名簿数、接触

相談者数の目標を作るのが良

いと思う。 

ご提案のとおり「香美市への移

住希望者１００世帯」となるよ

う、まずは、香美市に興味を持

っていただき、来て見て体感し

ていただけるように移住相談

に取り組んでおります。 

５月からＮＰＯとの連携によ

る事業を開始し、７月に移住定

住交流センターをオープンさ

せたところです。 

移住者数が多いことも必要と

は思いますが、移住者が定住者

となれるよう、地域とのマッチ

ングを大切にし、行政とＮＰＯ

が連携して取組んでおります。 

移住定住交流事業を進める中

で、多方面からの見直しが必要

になると思いますので、今後の

参考にさせていただきます。 

18 

 

P10 

27 行

目 

「お試し

移住体験

住宅利用

者 年間 8

組」 

この数値目標に関しても、利用

者が年間8組を達成したとして

も、移住するかどうかは分から

ないので、やはり数値目標とし

ては意味がないと思う。 

お試し移住体験住宅利用者の

香美市移住者数 年間8組とす

べき。 

また現状の部屋数は4部屋だ

が、希望者のニーズにきちんと

応えられているかということ

も調査して欲しい。現在の場所

は車がないと住むには不便な

場所だと思う。高知市では、賃

貸物件をお試し住宅にする事

業をスタートさせる。また、ク

ラインガルテンなど、農業がで

きる物件を整備し成果を上げ

ている町もある。 

あらゆる形態のお試し住宅に

ついて、導入を検討して頂けれ

ばと思う。 

現在のお試し移住体験住宅は、

高知県企業局の職員宿舎を借

用しているため、建物の維持管

理が必要なく、賃貸料も安価な

ため、県外からのお試し移住体

験希望者が多く、ほとんど空き

がない状態です。 

香北町吉野にあるため、車かバ

イクが無いと不便ですが、上り

下りとも 1 時間に 1 本程度は

JR バスが走っていますし、田

舎暮らしには不便なこともあ

ることを一定知っていただく

良い機会でもあります。 

土佐山田町の利便性の高い場

所では、民間の賃貸物件との競

合になることもありますので、

現在のお試し移住体験住宅を

活用しながら、ほかの形態の住

宅導入も検討していきたいと

考えています。 



パブリックコメント回答 

 

11 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

19 

 

P11 

17 行

目 

「空き家

バンク登

録件数 

年間 10件」 

20組の移住者目標に対して、年

間10組は、ストックがすぐに枯

渇するのではと思う。最低でも

20件は必要。 

空き家バンクの件数が増えな

いのは、行政支援が足らないか

らだと思う。現状の空き家改修

費等補助金は、工事費用の半額

自己負担がネックで、導入が進

まないのでは。その点、県が市

町村に導入を促している「空き

家活用促進事業」を導入すれ

ば、貸主に関しては10年の定期

借地権を設定し、香美市に貸し

出せば、自己負担金ゼロで10年

後には改修された家が返って

くるという仕組みとなってい

る。今年の2月時点で、15市町

村が導入。 

香美市の住宅関連業者にも波

及効果のある事業なので、早急

に検討をお願いしたい。 

市内に多くの空き家がありま

すが、登録にいたるまでの交渉

等に相当の日数を要としてい

ますので、空き家バンク登録件

数は年間１０件程度と考えて

います。 

また、移住者のすべてが空き家

バンクを利用するとは考えて

いないため、移住者目標は２０

組としています。 

空き家活用促進事業について

は、建物及び周辺の維持管理も

伴うため、対象物件の条件や組

織体制も含めて、今後検討をし

たいと考えています。 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P13 

3 ～ 7

行目 

基本目標 3 

「数値目

標の項目」 

①基本目標３は、香美市の合計

特殊出生率を、2040年までに

2.07にするための目標なので、

現状の1.48を、5年後には、1.58

にしなければならないという

推計をそのまま数値目標にす

ればよいのではと思う。 

 

②そして最終目標である2.07

という数値がどういった状況

かを市民にイメージしやすい

形で表現できることが重要。例

えば、団塊の世代が親世代とな

った1960年代後半から70年代

前半が大体同じくらいの出生

率なので、その時代をイメージ

してもらう工夫など。端的に言

えば、今より初婚年齢を下げ、

家庭の子供の数を3人にしても

らうこと。 

 

①合計特殊出生率の推計は、

国、県に合わせた形にしており

ますが、各年毎の数値目標設定

については今後検討したいと

考えています。 

 

 

 

②市民にイメージしやすい表

現については、重要なことと考

えておりますので、今後検討し

たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



パブリックコメント回答 

 

12 

 

番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

20 

 

③初婚年齢を下げる具体策は、

結婚が女性のキャリアにとっ

てマイナスとならないための

香美市の職場環境づくり。また

子供を増やすための具体策は、

夫の家事への参加と、子育てへ

の金銭的な負担の減少が重要

なので、こういった項目につい

てのKPI作りも必要ではないか

と思う。 

 

④こういったことの基礎デー

タを正確に作るため、お子さん

がいる家庭へのアンケートを

毎年行い、もう１人子供を持つ

意思があるか。もしないなら、

何がネックとなっているかに

ついて詳細にお聞きしていく

仕組みづくりを検討していた

だきたい。 

③若い世代の結婚・子育ての希

望が実現するならば出生率は

一定水準まで改善することが

見込まれるということで、その

ための環境作りに対しての数

値目標を設定しております。 

結婚が女性のキャリアにとっ

てマイナスとならないための

職場環境づくりについては、高

知県や国の方でも取組みがさ

れておりますので、香美市とし

ての項目立て、KPI については

今後検討していく必要がある

と考えています。 

 

④施策の効果等検証する必要

もありますのでデータ等を得

る仕組みについて今後検討し

ます。 

21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P16 

3行目 

「小さな

拠点の形

成数 ３

箇所」 

この３箇所については、集落活

動センター設立を目指してい

る地域に対して支援するとい

うことのようだが、５年たって

も達成できない目標であると

考えられる。今でさえできない

と言い、メリットを感じられな

いと言っている集落が、年々高

齢化していく中で、手を挙げる

可能性は全くないからである。 

そうではなくて、香美市とし

て、集落として何としても残さ

なければならない中心集落（例

えば廃校となった小学校の単

位）を、市が主体的に関わり、

住民に働きかけることをすべ

きだと考える。 

神池、猪野々、佐岡、平山の４

箇所は、すぐにでも集落活動セ

ンターが設置できると思う。そ

れぞれ住民のまとまりがあり、

行政支援なしに色々な取り組

みをスタートさせている。まず

集落活動センターは、持続可能

な地域づくりのため、住民が主

体となって取組む事業であり

ますが、設置の可能性が高い地

域に入って働きかけを継続し

ています。 

事業推進のためには、調整が必

要な課題も多く、慎重に協議を

進めながら、まずは、１つめの

センター設立を目指していま

す。 



パブリックコメント回答 
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番

号 
該当箇所等 意見の内容 意見に対する市の考え方 

21 

 

は香美市に１つモデルを作ら

なければならない。 

KPIは、集落活動センターを３

箇所作るという目標ではなく、

行政として絶対に守るべき集

落を選定して、その中からどこ

から順番に選定していくかと

いう、進行管理を数値目標にす

べきである。 

私の案では、消防団のある集落

には、集落活動センターが必要

であると思う。 

大栃・岡ノ内・神池・五王堂・

美良布・暁霞・日ノ御子・永野・

猪野々・西川 

佐岡・新改（平山）・繁藤の１

３箇所である。 

集落活動センター設置のため

に、総務省の地域おこし協力隊

をコーディネーターとして入

れて、１次産業を主体とした現

金収入の場を生み出して、地域

の人口維持に向けた取り組み

を加速させていただきたい。 

 

22 

 

P16 

21 行

目 

「学生の

市内活動

拠点数 ５

年間で５

箇所」 

現状でも、５箇所以上の集落で

大学生が地域活動をしている。

特に、神池、猪野々、佐岡、平

山は、新聞でも取り上げられて

いるところである。 

この指標が意味するところを

明確にするために、「学生が継

続的に活動できる拠点施設整

備 ５箇所」に改めるべき。学

生の宿泊を想定し、トイレ、シ

ャワー、台所、布団などを整備

すれば、合宿誘致への取り組み

も可能となる。 

大学生に地域の活性化につな

がるボランティアや地域活動

などに力を活かしてもらう仕

組みづくりとしまして、平成 27

年度に「香美市学生地域活動支

援事業費補助金」を創設してお

ります。この中で、学生が公民

館等に宿泊して活動を行う際

の寝具レンタル代や移動にか

かる費用等については補助対

象とすることにより、継続的に

活動できるための支援と考え

ます。学生の宿泊については、

地域の公民館や集会所を利用

していただければと考えてい

ます。 

 

 


